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▼
10
年
目

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
で
は
２
万
人

を
超
え
る
人
々
の
命
を
奪

い
、
併
発
し
た
東
京
電
力
福

島
第
一
発
電
所
の
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
と
い
う
未
曽
有
の
事
故

は
、
今
な
お
３
万
人
を
超
え

る
住
民
の
故
郷
を
奪
っ
た
。

あ
れ
か
ら
10
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
災
禍
に
如
何
に
向

き
合
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か

…
。あ

の
日
、
筆
者
は
千
葉
大

学
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５

階
建
の
１
階
に
い
た
。
ゆ
っ

く
り
と
長
く
揺
れ
、
本
棚
の

本
の
落
下
を
抑
え
る
よ
う
に

支
え
た
。
筆
者
は
、
山
形
県

鶴
岡
市
の
生
ま
れ
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た

１
９
６
４
年
６
月
、
中
学
２

年
の
時
に
新
潟
地
震
を
経
験

し
た
。
鶴
岡
は
震
源
地
に
近

い
。
教
室
の
机
が
、
左
前
方

に
移
動
し
た
。
机
の
下
に
隠

れ
る
と
い
う
状
況
で
は
な
か

っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
に
避
難
す

る
と
水
た
ま
り
が
シ
ブ
キ
を

上
げ
た
。
大
地
の
揺
れ
と
叫

び
を
目
前
で
体
験
し
た
。

津
波
は
直
接
に
は
体
験
し

て
い
な
い
が
、
チ
リ
津
波
が

そ
の
４
年
前
１
９
６
０
年
の

小
学
４
年
の
時
で
あ
っ
た
。

大
人
た
ち
が
ニ
ュ
ー
ス
に
騒

い
で
い
る
の
を
覚
え
て
い

７
８
）、
蛇
の
目
ミ
シ
ン
事

件
（
１
９
８
９
年
）
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス

案
件
で
も
、
依
頼
者
側
に
立

ち
、
論
理
で
解
決
に
尽
く
し

た
。ダ

グ
ラ
ス
・
グ
ラ
マ
ン
事

件
で
は
、
国
会
の
予
算
員
会

で
の
証
人
喚
問
を
受
け
た
人

の
ア
ド
バ
イ
ス
役
を
演
じ
、

偽
証
罪
に
問
わ
れ
な
い
証
言

策
を
伝
授
し
た
。
こ
の
策

は
、
今
日
の
証
人
喚
問
で
も

常
道
さ
れ
て
い
る
。
河
合
弁

護
士
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
件

は
、
違
法
で
な
い
限
り
引
き

受
け
、
そ
れ
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
す
」
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を

獲
得
し
た
。
こ
う
し
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
界
に
お
け
る
人
脈
と

人
心
を
掴
み
、
高
額
の
報
酬

も
得
た
と
い
う
。
な
お
、
顧

問
弁
護
士
と
し
て
の
や
り
過

ぎ
の
面
も
あ
り
弁
護
士
会
か

ら
の
懲
戒
も
受
け
た
と
い
う
。

▼
「
就
籍
」
に
よ
る

 

海
外
残
留
日
本
人
の
救
済

筆
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
弁
護

士
に
つ
い
て
の
河
合
氏
の
活

動
よ
り
は
、
映
画
監
督
と
し

て
の
活
動
の
方
を
既
知
で
あ

っ
た
。
そ
の
一
端
は
、
当
時

製
作
中
の
自
身
が
企
画
・
政

策
の
映
画
『
日
本
人
の
忘
れ

も
の
』
の
国
際
善
隣
協
会
で

の
上
映
会
と
そ
の
講
演
会
で

知
っ
た
。

こ
の
映
画
は
、
太
平
洋
戦

争
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
海

外
の
在
留
邦
人
を
扱
っ
て
い

る
。
戦
前
、
日
本
人
が
新
天

地
を
求
め
で
海
外
移
住
を
し

た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
移

住
先
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

現
地
女
性
と
結
婚
し
、
子
供

が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
太

平
洋
戦
争
と
な
り
、
男
性
は

兵
士
と
し
て
招
集
さ
れ
、
多

く
が
戦
死
し
ま
た
連
行
な
ど

に
よ
っ
て
行
方
不
明
に
な

り
、
ま
た
生
き
残
っ
た
一
部

で
は
妻
や
子
を
残
し
日
本
に

帰
国
す
る
者
も
い
た
。
日
本

人
の
父
親
と
音
信
不
通
に
な

り
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
残
さ
れ
た

妻
子
た
ち
は
、
反
日
感
情
や

迫
害
を
受
け
、
貧
困
と
差
別

の
中
を
生
き
ぬ
い
た
。
戸
籍

も
持
っ
て
い
な
い
２
世
や
３

世
と
な
っ
た
。
映
画
で
は
、

そ
う
し
た
人
々
に
日
本
国
籍

る
。
こ
う
し
た
被
災
体
験
を

小
・
中
学
生
の
頃
に
心
に
残

し
育
っ
た
。

今
年
４
月
26
日
は
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
事
故
か

ら
25
年
で
あ
っ
た
。
１
９
８

６
年
の
４
月
28
日
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
鉄
道
に
乗
っ
て
い

た
。
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
た

が
、
ず
い
ぶ
ん
と
騒
い
で
い

る
の
に
気
が
付
い
た
。
そ
の

後
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
大
学
で
原
発
事
故
を
知

っ
た
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｗ
後
に
帰

国
し
、
そ
の
事
故
の
規
模
を

知
っ
た
。

３
・
11
に
典
拠
し
、
筆
者

の
一
般
社
団
法
人
・
洸
楓
座

で
は
、「
過
現
未
（
過
去
・

現
在
・
未
来
）
に
よ
る
防
災

対
策
」
と
題
す
る
上
総
ま
ち

な
か
大
学
院
の
講
座
を
、
毎

月
11
日
に
来
年
１
月
ま
で
開

催
す
る
。
そ
の
講
座
の
第
１

回
目
、
４
月
11
日
に
は
、

『
過
去
か
ら
学
ぶ
…
究
極
の

安
全
＆
防
災
対
策
と
は
？
』

を
開
催
し
た
。
そ
の
講
座
で

は
、
脱
原
発
運
動
を
進
め
る

河
合
弘
之
弁
護
士
に
、「
脱

原
発
運
動
と
他
の
市
民
運
動

と
の
違
い
」
と
題
し
て
、
講

義
を
お
願
い
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ラ
ム

で
は
、
河
合
弘
之
氏
を
紹
介

す
る
。

▼
引
揚
者
と
し
て

河
合
氏
は
、
１
９
４
４
年

（
昭
和
19
年
）
４
月
18
日
、

満
州
国
（
現
・
中
国
東
北
地

方
）
の
吉
林
省
の
新
京
で
生

ま
れ
た
。
新
京
は
、
満
州
国

の
首
都
と
し
て
の
都
市
名

で
、
現
在
の
長
春
で
あ
る
。

父
親
は
京
大
を
卒
業
し
満
州

電
業
（
満
電
）
株
式
会
社
に

将
来
を
掛
け
て
就
職
し
た
。

満
電
は
、
１
９
３
４
年
（
昭

和
９
年
）
10
月
に
設
立
さ
れ

た
電
力
会
社
で
あ
っ
た
。
満

電
で
は
水
力
発
電
や
火
力
発

電
が
設
置
さ
れ
た
。
河
合
氏

の
父
親
は
、
現
地
に
家
庭
を

持
っ
た
。
自
身
は
、
姉
二
人

の
後
に
生
ま
れ
た
長
男
で
、

そ
の
下
に
次
男
の
弟
が
い
た
。

１
９
４
５
年
（
昭
和
２

０
）
年
８
月
15
日
の
玉
音
放

送
に
よ
り
無
条
件
降
伏
、
直

後
の
ソ
連
の
満
州
侵
攻
に
よ

る
恐
怖
と
無
惨
な
事
態
が
１

年
も
続
い
た
。
父
親
は
、
機

転
を
利
か
し
、
捕
虜
と
し
て

シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
１
年
後
、
一

家
６
人
は
、
引
揚
げ
の
た
め

無
蓋
貨
車
に
載
せ
ら
れ
遼
寧

省
の
葫
蘆
島
に
た
ど
り
着
い

た
。
が
、
弟
は
こ
の
移
動
で

亡
く
な
り
引
揚
げ
船
で
水
葬

さ
れ
た
。
河
合
氏
は
、
極
度

の
栄
養
失
調
で
あ
っ
た
。
上

陸
し
た
博
多
か
ら
父
親
の
実

家
の
兵
庫
県
篠
山
に
帰
っ
た

が
、
そ
の
到
着
が
一
日
も
遅

け
れ
ば
、
自
身
も
死
ぬ
寸
前

で
あ
っ
た
と
い
う
。「
小
柄

で
蟹
股
」
な
河
合
氏
の
現
在

の
体
形
は
、
こ
の
時
の
後
遺

症
で
あ
る
と
語
る
。

河
合
弁
護
士
は
、
中
国
は

じ
め
日
本
近
隣
諸
国
と
の
友

好
関
係
（
善
隣
関
係
）
を
築

こ
う
と
す
る
一
般
社
団
法

人
・
国
際
善
隣
協
会
の
会
員

で
あ
る
。
実
は
、
同
協
会
の

所
有
す
る
国
際
善
隣
会
館

に
、
筆
者
の
洸
楓
座
の
事
務

所
が
あ
り
、
ま
た
会
員
で
も

あ
る
。
２
年
前
の
１
月
、
国

際
善
隣
協
会
の
新
年
会
に
参

加
し
河
合
氏
と
知
り
合
い
に

な
っ
た
。
筆
者
の
両
親
は
北

朝
鮮
か
ら
の
引
揚
者
で
あ
る
。

▼
ビ
ジ
ネ
ス
弁
護
士
と
し
て

河
合
弘
之
氏
の
引
揚
げ
後

は
、
父
親
が
電
源
開
発
株
式

会
社
勤
務
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

家
庭
の
息
子
と
し
て
成
長

し
、
東
大
法
学
部
在
学
中
に

司
法
試
験
に
合
格
し
弁
護
士

と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
河
合

氏
の
ビ
ジ
ネ
ス
弁
護
士
と
し

て
の
活
動
は
、『
逆
襲
弁
護

士
河
合
弘
之
』
に
詳
し
い
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
平
和
相

互
銀
行
の
創
業
家
と
銀
行
経

営
陣
と
の
内
紛
事
件
（
１
９

８
５
年
）
で
の
大
胆
な
手
法

と
行
動
で
創
業
家
の
依
頼
に

応
え
た
。
こ
の
事
件
で
は
、

竹
下
登
元
総
理
が
「
金
屏
風

事
件
」（
１
９
８
６
年
）
で

証
人
喚
問
さ
れ
有
名
で
あ
る
。

河
合
弁
護
士
が
関
わ
っ
た

事
件
名
を
上
げ
る
と
、
ダ
グ

ラ
ス
・
グ
ラ
マ
ン
事
件
（
１

９
７
９
年
）、
リ
ッ
カ
―
再

建
（
１
９
８
４
年
）、
つ
ぼ

八
事
件
（
１
９
８
７
年
）、

確
認
で
き
る
資
料
を
準
備
し

家
庭
裁
判
所
に
認
定
申
請
す

る
こ
と
で
、
新
た
に
戸
籍
が

得
ら
れ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
当
時
、
４
０
０
０
名
近

い
残
留
２
世
が
い
た
。
就
籍

申
請
に
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
こ
れ
ま
で
、
２
６
０
人

以
上
が
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
い
る
。
高
齢
化
し
た
未
国

籍
者
が
な
お
９
０
０
人
い

る
。
映
画
で
は
、
中
国
残
留

孤
児
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
、
２
５
０
０
人
以
上
が
就

籍
に
よ
り
日
本
国
籍
を
取
得

し
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
映
画
の
上

映
会
を
昨
年
11
月
に
東
京
で

開
催
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は

本
コ
ラ
ム
の
前
シ
リ
ー
ズ

に
、『
落
葉
帰
根
・
祖
国
を

求
め
て
―
―
棄
民
と
呼
ぶ
こ

と
な
か
れ
』
と
し
て
書
き
残

し
て
い
る
。　

▼
脱
原
発
運
動

ビ
ジ
ネ
ス
弁
護
士
・
河
合

氏
に
は
、
残
留
孤
児
や
残
留

婦
人
が
抱
く
祖
国
の
存
続
を

願
う
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の

愛
国
心
が
心
の
深
く
流
れ
て

い
る
。
１
９
９
４
年
に
、
市

民
科
学
者
と
し
て
著
名
な
高

木
仁
三
郎
氏
と
の
新
た
な
出

会
い
が
あ
っ
た
。
環
境
問
題

と
の
関
わ
り
、
そ
の
最
大
の

課
題
と
し
て
原
発
問
題
に
惹

か
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
河
合
弁

護
士
は
、
福
島
原
発
事
故
の

前
か
ら
「
原
発
差
し
止
め
訴

訟
」
を
や
っ
て
き
た
が
、
敗

訴
続
き
で
あ
っ
た
。
３
・
11

以
降
は
作
戦
を
変
え
て
、
日

本
中
の
原
発
関
係
弁
護
士
に

呼
び
か
け
、「
脱
原
発
弁
護

団
全
国
連
絡
会
」
を
結
成
し

た
。
３
０
０
名
の
弁
護
士
が

参
加
し
、
こ
れ
ま
で
全
国
の

裁
判
所
で
、
30
件
以
上
の
原

発
差
し
止
め
の
仮
処
分
や
本

訴
を
起
こ
し
て
い
る
。
差
し

止
め
訴
訟
で
は
仮
処
分
申
立

の
方
が
即
実
行
力
が
あ
る
の

で
、
い
ま
で
は
こ
れ
を
主
力

と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

３
・
11
で
視
た
原
発
事
故

か
ら
原
発
は
危
険
で
あ
り
、

国
家
の
存
亡
に
係
わ
る
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
装
置
で
あ

る
と
気
が
付
い
た
。
水
戸
巌

氏
か
ら
は
、「
原
発
の
危
険

性
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な

も
の
は
知
識
で
は
な
い
。
必

要
な
も
の
は
論
理
で
あ
る
。

…
」
と
学
ん
だ
。
原
発
の
欠

点
は
、
①
「
ト
イ
レ
無
き
マ

ン
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
こ
と
、

②
使
用
済
み
燃
料
に
危
険
性

が
残
存
す
る
こ
と
、
③
膨
大

な
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
が

発
生
す
る
こ
と
な
ど
に
あ
る

が
、
市
民
や
法
律
家
で
も
そ

の
理
解
が
難
し
い
。

そ
こ
で
河
合
氏
は
、
理
解

を
進
め
る
た
め
に
、
自
費
で

映
画
を
製
作
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
３
作
あ
り
、
第
１

作
は
『
日
本
と
原
発
』（
２

０
１
４
年
）。
こ
れ
は
、
一

般
市
民
向
け
で
あ
る
と
同
時

に
、
弁
護
士
、
さ
ら
に
は
裁

判
官
向
け
で
も
あ
り
、
政
府

等
の
原
発
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
対
す
る
反
証
ツ
ー
ル
で

も
あ
る
。
第
２
作
は
『
日
本

と
原
発 

４
年
後
』（
２
０
１

５
年
）
と
分
か
り
や
す
い
。

こ
の
映
画
で
は
、
被
災
地
・

福
島
の
現
状
を
示
し
、
現
在

あ
る
日
本
の
原
発
の
54
基
に

つ
い
て
周
辺
の
現
状
を
映
し

て
い
る
。
第
３
作
は
『
日
本

と
再
生 

光
と
風
の
ギ
ガ
ワ

ッ
ト
作
戦
』
で
あ
り
、
ポ
ス

ト
原
発
の
へ
の
誘
導
し
て
い

る
。

▼
エ
ン
パ
シ
ー
に

 

根
差
し
た
法
務

２
０
２
１
年
３
月
18

日
、

水
戸
地
方
裁
判
所
は
、
東
海

第
二
原
発
の
運
転
差
し
止
め

を
言
い
渡
し
た
。
こ
れ
は
、

原
発
の
多
重
安
全
性
と
い
う

深
層
防
護
の
論
点
で
、
そ
の

第
５
の
レ
ベ
ル
で
の
人
格
権

侵
害
の
危
険
性
を
認
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
解
釈
で

は
、
避
難
計
画
に
関
わ
る
避

難
者
の
立
場
に
立
っ
た
判
断

で
あ
る
。

河
合
弁
護
士
は
、
前
述
の

よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
弁
護
士
と

し
て
敏
腕
を
振
る
っ
て
稼
い

で
き
た
が
、
海
外
残
留
者
救

済
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

そ
し
て
脱
原
発
の
運
動
も
、

河
合
弁
護
士
自
身
の
引
揚
げ

時
に
命
を
無
く
す
る
よ
う
な

経
験
が
、
相
手
の
身
に
な
っ

て
法
律
と
向
き
合
う
こ
と
が

出
来
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
意

で
宿
命
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
想
い
と
行
動
は
、
社

会
心
理
学
で
は
「
エ
ン
パ
シ

ー
（empathy

）」
に
根
差
し

て
い
る
と
い
え
る
。
単
に
か

わ
い
そ
う
で
あ
る
と
向
き
合

う
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た

境
遇
の
人
々
と
向
か
い
合
う

能
力
、
い
わ
ゆ
る
感
情
移
入

の
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
河

合
氏
の
場
合
、
さ
ら
に
法
律

を
駆
使
し
て
問
題
解
決
＆
救

済
す
る
能
力
、
す
な
わ
ち
感

情
移
入
を
超
え
て
法
務
移
入

す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
脱
原
発
運
動
は
じ

め
、
弁
護
依
頼
に
お
い
て

は
、
心
強
い
存
在
で
あ
る
。

河
合
氏
は
、
東
京
新
聞
夕
刊

「
こ
の
道
」
と
題
す
る
連
載

が
あ
っ
た
（
２
０
２
０
年
11

月
～
２
０
２
１
年
３
月
）。

こ
れ
は
、
同
氏
の
表
情
を
知

れ
て
参
考
に
な
る
。

【
文
献
】

①
大
下
英
治
、『
逆
襲
弁
護

士 

河
合
弘
之
』
、
祥
伝
社
文

庫
（
２
０
１
６
）

②
『
日
本
人
の
忘
れ
も
の
』、

Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
０
２

０
）

③
佐
藤
建
吉
、
ふ
る
さ
と
Ｓ

ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
㊸
『
落
葉
帰
根
・
祖
国
を

求
め
て
』、
第
１
７
０
号
、

２
０
２
０
年
10
月
19
日
、
11

ペ
ー
ジ
。

④
脱
原
発
弁
護
団
全
国
連
絡

会

http://www.datsugenpat

su.org/bengodan/

⑤
『
日
本
と
原
発
』、
Ｋ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
０
１
４
）

⑥
『
日
本
と
原
発 

４
年

後
』、
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
１
５
）

⑦
『
日
本
と
再
生 

光
と
風

の
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
作
戦
』、
Ｋ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
２
０
１
７
）

⑧
原
自
連
公
式
サ
イ
ト

http://genjiren.com/

（一社）洸楓座主催の上総まちなか大学院講座「過現未
（過去・現在・未来）による防災対策」に登壇した河合氏

原自連の会見より

秀
和
ｖ
ｓ
忠
実
屋
・
い

な
げ
や
事
件
（
１
９
８

９
年
）、
イ
ト
マ
ン
事

件
（
１
９
８
７
年
）、

福
岡
ド
ー
ム
事
件
（
１

９
９
３
年
）、
光
進
の

国
際
航
業
事
件
（
１
９

を
与
え
る
た

め
の
、
河
合

氏
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
記
録

が
映
ら
さ
れ

て
い
る
。

河
合
弁
護

士
は
、
１
９

８
０
年
代
か

ら
救
済
手
続

き

に
「

就

籍
」
と
い
う

方
法
を
採
用

し
た
。
そ
れ

は
、
残
留
日

本
人
と
し
て


